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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次

第４期

第１四半期

連結累計期間

第３期

会計期間
自平成27年４月１日

至平成27年６月30日

自平成26年４月１日

至平成27年３月31日

売上高 （百万円） 14,782 65,508

経常利益 （百万円） 1,901 9,870

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,247 10,721

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,456 14,224

純資産額 （百万円） 55,877 54,421

総資産額 （百万円） 90,084 88,979

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 19.80 170.18

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） - -

自己資本比率 （％） 62.0 61.2

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

４．当社は、平成27年４月28日開催の取締役会決議により、平成27年５月27日付で普通株式１株につき100株の株

式分割を行っておりますが、第３期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純

利益金額を算定しております。

５．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの、平成27年６月

30日時点、当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

６．当社は、第３期第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第３期第１

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、平成27年６月23日に提

出した有価証券届出書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当社は、平成27年６月23日の取締役会決議に基づき、平成27年８月６日付で固定資産を取得いたしました。

詳細は、「第４　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりでありま

す。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　なお、当社は、第３期第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半

期連結累計期間との比較分析は行っておりません。

 

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、当社の主力製品である光学弾性樹脂（SVR、ハイ

ブリッドSVR）及び異方性導電膜（ACF）の売上増加や為替の好影響もあり、売上高は14,782百万円、営業利益は

1,824百万円となりました。また、経常利益は為替差益の計上もあり1,901百万円となり、親会社株主に帰属する

四半期純利益は1,247百万円となりました。

 

各セグメントの業績、ならびに製品カテゴリー別の売上状況は以下のとおりです。

①光学材料部品事業

　当第１四半期連結累計期間においては、光学樹脂材料カテゴリーで光学弾性樹脂の新製品（ハイブリッド

SVR）の拡販による増収があったものの、反射防止フィルムの販売が減少した光学フィルムカテゴリーでの減

収により、当セグメントの売上高は5,863百万円となりました。一方、営業利益は前期に実施した光学フィル

ムカテゴリーでの構造改革の効果、及び光学樹脂材料カテゴリーでの増収などにより408百万円となりまし

た。

 

②電子材料部品事業

　当第１四半期連結累計期間においては、前年同期にテレビ向け製品でスポット受注のあった接合関連材料カ

テゴリーで減収となったものの、カメラモジュール用ACF等のディスプレイ以外の用途向けの売上が拡大した

異方性導電膜カテゴリーで増収となった結果、当セグメントの売上高は8,964百万円となりました。営業利益

は、主にACFの増収により1,865百万円となりました。

（注）セグメントの売上高にはセグメント間取引が含まれており、各セグメントの営業利益の合計と連結営業

利益の差異はのれん償却額に相当します。

 

（２）財政状態の分析

（資産の部）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は90,084百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,105百万円

の増加となりました。

　流動資産は38,414百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,463百万円の増加となりました。その主な要因

は、現金及び預金が2,510百万円増加し、受取手形及び売掛金が562百万円、繰延税金資産が504百万円減少した

ことであります。

　固定資産は51,670百万円となり、前連結会計年度末に比べ358百万円の減少となりました。その主な要因は、

のれん償却等により無形固定資産が567百万円減少したことであります。

 

（負債の部）

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は34,206百万円となり、前連結会計年度末に比べ351百万円の

減少となりました。

　流動負債は15,360百万円となり、前連結会計年度末に比べ250百万円の減少となりました。その主な要因は賞

与引当金が543百万円減少したことであります。
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　固定負債は18,845百万円となり、前連結会計年度末に比べ100百万円の減少となりました。その主な要因は、

退職給付に係る負債が103百万円減少したことであります。

 

（純資産の部）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は55,877百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,456百万

円の増加となりました。その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益を1,247百万円計上したことであ

ります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において当社グループが対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、1,043百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

（注）平成27年４月28日付の取締役会決議により、平成27年５月27日付で株式分割に伴う定款変更を行ったことに伴い、

発行可能株式総数は99,000,000株増加し、100,000,000株となっております。

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 63,000,000 63,000,000
東京証券取引所

市場第一部

完全議決権株式であり、権

利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

であります。また、単元株

式数は100株であります。

計 63,000,000 63,000,000 － －

（注）１．平成27年７月29日をもって、当社株式は東京証券取引所市場第一部に上場しております。

２．平成27年４月28日付の取締役会決議により、平成27年５月27日付で株式分割を行ったことに伴い、発行済株式

総数は62,370,000株増加し、63,000,000株となっております。また、本株式分割と併せて、１単元を100株と

する旨の定款変更を行っております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成27年５月27日

（注）
62,370,000 63,000,000 － 15,747 － 15,747

（注）平成27年５月27日付で実施した１株を100株に分割する株式分割による増加であります。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年５月26日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。
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①【発行済株式】

平成27年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　63,000,000 630,000 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 63,000,000 － －

総株主の議決権 － 630,000 －

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、ＰｗＣあらた監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来、当社が監査証明を受けているあらた監査法人は、平成27年７月１日に名称を変更し、ＰｗＣあらた監

査法人となりました。

 

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当四半期報告書は、第１四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、「企業内容等開示ガイドライン

24の４の７－６」の規定に準じて前年同四半期との比較情報は記載しておりません。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 16,456 18,966

受取手形及び売掛金 11,951 11,388

商品及び製品 1,906 1,915

仕掛品 1,495 1,328

原材料及び貯蔵品 1,298 1,387

繰延税金資産 2,270 1,766

その他 1,588 1,678

貸倒引当金 △16 △17

流動資産合計 36,951 38,414

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 23,011 23,169

減価償却累計額 △17,504 △17,626

建物及び構築物（純額） 5,506 5,542

機械装置及び運搬具 37,460 34,701

減価償却累計額 △32,860 △30,061

機械装置及び運搬具（純額） 4,599 4,639

土地 2,432 2,432

建設仮勘定 472 524

その他 868 885

有形固定資産合計 13,879 14,024

無形固定資産   

のれん 31,488 31,045

特許権 3,498 3,402

その他 1,225 1,197

無形固定資産合計 36,212 35,645

投資その他の資産   

繰延税金資産 1,601 1,632

その他 334 367

投資その他の資産合計 1,935 2,000

固定資産合計 52,028 51,670

資産合計 88,979 90,084
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,367 5,018

電子記録債務 1,431 1,335

1年内返済予定の長期借入金 3,000 3,000

未払金 2,424 2,199

未払費用 1,030 1,187

賞与引当金 1,718 1,175

繰延税金負債 7 7

その他 631 1,436

流動負債合計 15,611 15,360

固定負債   

長期借入金 12,500 12,500

退職給付に係る負債 6,177 6,074

繰延税金負債 21 22

その他 247 248

固定負債合計 18,946 18,845

負債合計 34,558 34,206

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,747 15,747

資本剰余金 15,747 15,747

利益剰余金 18,632 19,879

株主資本合計 50,127 51,374

その他の包括利益累計額   

繰延ヘッジ損益 22 23

為替換算調整勘定 2,915 3,146

退職給付に係る調整累計額 1,356 1,333

その他の包括利益累計額合計 4,293 4,502

純資産合計 54,421 55,877

負債純資産合計 88,979 90,084
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：百万円）

 
 当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 14,782

売上原価 8,623

売上総利益 6,159

販売費及び一般管理費 4,334

営業利益 1,824

営業外収益  

受取利息 2

為替差益 117

その他 22

営業外収益合計 141

営業外費用  

支払利息 29

株式公開費用 26

その他 8

営業外費用合計 64

経常利益 1,901

特別損失  

固定資産除却損 16

特別損失合計 16

税金等調整前四半期純利益 1,885

法人税、住民税及び事業税 152

法人税等調整額 484

法人税等合計 637

四半期純利益 1,247

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,247
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：百万円）

 
 当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 1,247

その他の包括利益  

繰延ヘッジ損益 1

為替換算調整勘定 230

退職給付に係る調整額 △22

その他の包括利益合計 209

四半期包括利益 1,456

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 1,456

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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【注記事項】

（追加情報）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等を適

用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１.保証債務

　従業員の銀行借入金に対して、債務保証を行っております。

前連結会計年度

（平成27年３月31日）

当第１四半期連結会計期間

（平成27年６月30日）

従業員（住宅資金借入） 56百万円 従業員（住宅資金借入） 54百万円

    

計 56百万円 計 54百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費 717百万円

のれんの償却額 449

 

（株主資本等関係）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額（注）

２
 光学材料部品 電子材料部品 計

売上高      

外部顧客への売上高 5,863 8,919 14,782 － 14,782

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 45 45 △45 －

計 5,863 8,964 14,828 △45 14,782

セグメント利益 408 1,865 2,274 △449 1,824

（注）１．セグメント利益の調整額△449百万円は、報告セグメントに帰属しないのれんの償却額であります。

　　　２．セグメント利益は連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

当第１四半期連結累計期間

（自　平成27年４月１日

至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 19円80銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
1,247

普通株主に帰属しない金額（百万円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（百万円）
1,247

普通株式の期中平均株式数（株） 63,000,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、平成27年６月

30日時点、当社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

　　　２．当社は平成27年５月27日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。当連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

（重要な設備投資）

当社は、平成27年６月23日の取締役会決議に基づき、平成27年８月６日付で固定資産を取得いたしました。

これは、増産体制への対応を目的とするものであります。

なお、取得した固定資産の概要は次のとおりであります。

 

　所在地：　栃木県下野市下坪山字栄1724

　内容 ： 土地　地目：宅地　　面積：78,889.04㎡

建物　構造：鉄筋コンクリート造陸屋根　４階建

面積：71,926.33㎡（延床面積）

　取得価額：2,500百万円

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書  

 

平成27年８月７日

デクセリアルズ株式会社

取　締　役　会　御　中
 

ＰｗＣあらた監査法人
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中　村　明　彦

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 澤　山　宏　行

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているデクセリアルズ
株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日か
ら平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連
結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四
半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、デクセリアルズ株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財
政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて
の重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

 

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告
書提出会社）が別途保管しております。

 

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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